
令和４年度南三陸町議会３月会議 一般質問通告書 

 

 

通告１番  三浦 清人 議員 

質問方式  一問一答 

１件目    

質問事項  人口減少対策について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 １ 子育て支援施策は。 

      ２ 出生率向上施策は。 

      ３ 移住・定住施策は。 

２件目 

質問事項  不祥事事案の検証と再発防止について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 不祥事を未然に防ぐために町長として果たす役割は。 

 

 

通告２番  阿部 司 議員 

質問方式  一問一答 

１件目    

質問事項  「相続登記義務化」に対する町の対応について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 相続登記がなされないことで、土地、建物の所有者が特定できず、「有効な土

地利用ができない」ということが社会的な問題になっている。 

      こうした状況を鑑み、相続の義務化が国会で決定され、施行日がさし迫りつ

つあるが、当町においては、この制度変更から予想される諸問題に対しどう対

応するのか、以下の点を伺う。 

      ・当町における現時点での相続未登記者の件数と状況について 

      ・高齢者世帯等への「相続登記義務化」の周知と対応について 

２件目 

質問事項  治水施設や河川の管理について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 近年、頻発する大雨災害により、洪水や土砂災害が全国的に多発しておりま

すが、当町における治水施設及び河川に関し、次の点について伺う。 

１ 砂防ダム、治山ダムの現況調査の結果は。 

２ 調査結果等を踏まえた今後の治水計画、河川の管理の考え方は。 

 

 

通告３番  須藤 清孝 議員 

質問方式  一問一答 

１件目    



質問事項  地域連携型中高一貫教育の現状と課題について 

質問の相手 教育長 

質問の要旨 志津川中学校、歌津中学校と校名を新たにスタートする南三陸高校で行われ

ている地域連携型中高一貫教育であるが、長期間にわたる取り組みのなかで、

様々な成果が見られていると理解するところである。 

現在、町で取り組んでいる高校の魅力化事業により、新たな形の連携や教育

活動の構築を目指すところであると推察することから、中高一貫教育の現状と

課題について伺うものである。 

１ 基礎学力向上関係事業における基本的な考え方は。 

２ 個性の伸長関係事業で得られた成果と課題は。 

３ 高校のコミュニティースクールとの関わり方は。 

４ 南三陸高校を志望する生徒数の維持や増加について。 

２件目 

質問事項  志津川中学校の事案から見えた課題は 

質問の相手 教育長 

質問の要旨 昨年末、志津川中学校で生徒の通信表などが紛失された。報道もされたこと

から、直接関係のある生徒や保護者以外からも心配する声が多く寄せられてい

る。児童・生徒が安心して学べる環境を守るため、改善していくべき点はどこ

にあると考えているのか。 

１ 説明会が開催されたが、保護者は納得した様子だったか。 

２ 保護者の反応をどう感じているか。 

３ 今回の事案から見えた課題は。 

４ 教育長がもっと指導力を発揮していくべきでは。 

 

 

通告４番  髙橋 尚勝 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  次期南三陸町総合計画の基本構想について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 １ “骨太の方針”はどのようなものになるのか。 

      ２ 具体の政策項目について伺う。 

       ア．人口増対策 

       イ．企業誘致対策 

      ３ 政策実施に伴う財源確保について伺う。 

２件目 

質問事項  ＩＬＣ事業と連携した町づくりについて 

質問の相手 町長 

質問の要旨 当町において当該事業に関連した誘客施設を誘致する考えは。 

３件目 

質問事項  災害時の避難ルートの確保について 



質問の相手 町長 

質問の要旨 ３.１１発生時、一時孤立した地区の住民として避難道の確保は重要である。

当時生活物資の搬入もままならなかった経験を踏まえ、避難ルートの確保が必

要と考える。 

住民からの要望があった避難ルートの整備・検討状況について伺う。 

 

 

通告５番  佐藤 正明 議員 

質問方式  一問一答 

質問事項  防災・減災について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 近年の異常気象で、令和元年１０月の台風１９号の豪雨や令和４年７月の豪

雨で、大災害が地域に発生している。 

      ３年間に２度の災害が発生していることから、次の点を伺う。 

      １ 近年の異常気象により、豪雨時には河川や排水路などの氾濫で災害が起

きている。災害復旧は現状復旧とのことであり、災害防止や減災を考える

には、現状を再確認し、改良工事なども考えていく必要があると思う。町

の考えは。 

      ２ 台風１９号と７月の豪雨災害は、現在、復旧工事を行っているが、復旧

工事が行われない箇所もあることから、今後どのように考えているかを伺

う。 

      ３ 指定された土砂災害危険区域内には公共施設や人家がある。国土強靭化

対策の達成年次の前倒しがされたことから、いのち・くらしを守る土砂災

害対策事業を考えては。町の考えは。 

      ４ 法定外公共物（里道・用排水路）は、国から町に譲渡されたことから適

正な維持のためには管理規定や条例等を制定し、防災・減災に努める必要

があると思う。町の考えは。 

 

 

通告６番  及川 幸子 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  震災後の道路整備について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 １ 震災で被災した道路整備の進捗状況は。 

      ２ 沼田・平磯間を結ぶ道路は完成間近だが、この道路整備はいつ計画され

ていたのか。 

      ３ 町道大上坊米広線の道路整備の考えは。 

      ４ 町道落沢線の整備計画は。 

２件目 

質問事項  人口減少対策について 



質問の相手 町長 

質問の要旨 移住定住施策の取組状況は。 

３件目 

質問事項  町民の健康推進について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 健康寿命を伸ばすための対策は。 

 

 

通告７番  後藤 伸太郎 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  志津川中学校の事件を受けてどう対応したのか 

質問の相手 教育長 

質問の要旨 昨年末、志津川中学校で重要な書類が紛失するなどの事件が発生した。あっ

てはならないことで、町民からも不安の声が上がっている。教育委員会として

どのように対応したのか。また、どのように再発を防いでいくのか。 

      １ 事件の詳細は。関係する生徒数や発覚の経緯は。 

      ２ 関係者の処分等の対応は。 

      ３ 再発防止のため、どのような取り組みをおこなうのか。 

２件目 

質問事項  子育てタウンミーティングの開催を 

質問の相手 町長 

質問の要旨 「異次元の少子化対策」が世間の耳目を集めているが、大切なのは子育て世

代にとっての不安や希望をひとつひとつ丁寧に掬い取ることだと思う。そのた

めには、子育ての味方を増やすような取り組みが大切だと思うが、パパ、ママ

の率直な声を聞く場として、タウンミーティングを開催するつもりはないか。 

 

 

通告８番  今野 雄紀 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  エネルギー高騰による光熱費への対応について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 １ 公共施設における対応・対策について 

      ２ 一般家庭への対策について 

２件目 

質問事項  不登校対策の現状と課題 

質問の相手 町長、教育長 

質問の要旨 不登校児童・生徒に対する町の対応と不登校にならないための取り組みは。 

 

 



通告９番  佐藤 雄一 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  被災箇所の整備を早急に 

質問の相手 町長 

質問の要旨 野の５月を向かえようとしている現在、昨年７月豪雨災害において川底が掘

られ、頭首工付近に段差や土砂等が堆積し、止水取り付け板のコンクリート部

分も破壊され水の流れも変わり、取水が困難になっている箇所が見受けられる

が、このような場所の復旧を町ではどのように考えているのかを伺う。 

２件目 

質問事項  万が一のライフラインの整備は大丈夫か 

質問の相手 町長 

質問の要旨 わが町も震災後新築住宅を高台に構えた。津波に強い町づくりが完了したが、

一方では心配なこともあると考えられる。 

      それは電気が遮断された場合のことである。現在の住宅事情はすべてが電気

で動いているといっても過言ではない。そこで懸念されるのがライフラインの

状況である。生活するうえで水道は必要不可欠と考えられるが、停電時等のラ

イフラインの確保は万全か。 

 

 

通告１０番 菅原 辰雄 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 

質問事項  町の目指す教育のあり方とは 

質問の相手 教育長 

質問の要旨 昨年末、志津川中学校で発生した事案について、学校組織や教育委員会組織

として反省すべき点はどこにあると思うか。また、町の教育行政を統括する立

場として、どういう教育のあり方を目指していくのか、教育長の所感を伺う。 

２件目 

質問事項  人事評価制度について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 町では２年間の試行期間を経て、令和５年度から本格導入との認識のもとに

次の点を伺う。  

      ・人事評価制度のあり方とは。 

      ・人事評価制度運用後の職員の人材育成ビジョンについて。 

      ・人事評価制度を人事配置に活かす考えは。 

 

 

通告１１番 伊藤 俊 議員 

質問方式  一問一答 

１件目 



質問事項  地域防災計画の今後の展望と防災拠点整備の在り方について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 防災・減災は常に検証と改善更新の積み重ねが必要であることから、当町の

今後の防災施策の在り方を含め、以下について伺う。  

      １ 今後の南三陸町地域防災計画について、見直し又は新たな策定及び検討、

計画について考えを伺う。 

      ２ 防災拠点の新たな整備はあるか。もしくは再構築の考えがあるか。現状

において整備された施設の改善、更新の方針も含め伺う。 

      ３ 歌津地区における防災基盤整備及び防災活動促進のための拠点整備につ

いて伺う。 

      ４ 防災士養成施策については、現状打破的な取り組みが必要と考える。向

上策、改善策について考えを伺う。 

２件目 

質問事項  Ｗｉｔｈコロナのフェーズにおける観光活性化策について 

質問の相手 町長 

質問の要旨 今後の観光活性化のため、そして競争原理が著しく働き二極化していく観光

業の未来を見据え、以下の点について施策と考えを伺う。 

      １ 「選ばれる観光地」になるための今後の展望は。 

      ２ 滞在型観光を拡大していくための考えは。 

      ３ インバウンド観光促進策を伺う。 

      ４ 歌津地区では観光と教育をコラボレーションした新たなツーリズム促進

のための取り組みが始まっている。今後の促進策、活用策について考えを

伺う。 

      ５ 南三陸３１１メモリアル、さんさん商店街、ハマーレ歌津など観光中核

施設の今後の展望について考えを伺う。 


